
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

 

2023年（令和 5年）9月１日 

 

 

八 坂 地 域 づ く り 協 議 会  https://www.shinshu-yasaka.com    
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地域づくり協議会の活動から 
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八坂地区の人口： 729人 
（男363人・女366人）   
八坂地区の世帯：350 世帯 

    （令和 5年 8月 1日現在） 7月 1～2日の 2日間、第 13回野平ラベンダーまつりが開催されました。 



 

  

 

 

 
区    分 内     容     等 

6/26 地域支え合い事業「おでかけサロン」 ・小菅集会所（参加者3 名） 

7/11 やさかだより編集員会 ・9月号の編集について 

7/25 
第５回八坂地域自治組織見直し 

検討部会 
・地域役員の見直しについて 

7/25 地域支え合い事業「おでかけサロン」 ・石原地区八幡様（参加者 3名） 

8/3 第 2回八坂地域づくり協議会 ・令和 5年度要望書について 

8/29 
第 6回八坂地域自治組織見直し 

検討部会 
・地区役員の見直しについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

  

地域づくり協議会の活動から 
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今年度も、地域支え合い事業 

「おでかけサロン」を開催しました。 

 

今
年
度
の
地
域
支
え
合
い
事
業
「
お
で
か
け
サ
ロ

ン
」
は
、
6
月
26
日
小
菅
集
会
所
、
7
月
21
日
は

石
原
八
幡
様
で
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
民
生
係
の
他
、

丸
山
喜
彦
さ
ん
と
吉
原
光
代
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
お
茶
や
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
を

し
た
り
、
新
聞
紙
で
エ
コ
バ
ッ
グ
を
つ
く
っ
て
み
た

り
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
石
原
で
は
、
握
力
測
定
を

し
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
要
望
の
あ
る
と
こ

ろ
を
お
訪
ね
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
八

坂
支
所
民
生
係
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

やさかボランティア隊は 

野平自治振興会のラベンダー剪定作業に今年も協力しました。 

 

野
平
自
治
振
興
会
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
剪
定
作

業
を
や
さ
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
皆
さ
ん
に
今

年
も
お
願
い
し
て
協
同
で
作
業
を
進
め
ま
し

た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お

か
げ
で
作
業
が
早
く
進
み
、野
平
中
の
ラ
ベ
ン

ダ
ー
園
の
剪
定
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
こ
の
日
は
八
坂
小
中
学
校
の
生
徒
さ

ん
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

作
業
後
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
会
長
の
北
澤

豊
繁
さ
ん
の
差
し
入
れ
「
た
け
の
こ
汁
」
を
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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スポーツ交流会、懇親会 石原自治振興会 

 

７
月
８
日
に
生
坂
村
の

や
ま
な
み
荘
に
お
い
て
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
＆
懇
親
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
は

８
月
に
行
わ
れ
る
八
坂
公

民
館
長
杯
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
に
向
け
て
の
練
習

を
兼
ね
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
雨

降
り
の
た
め
急
き
ょ
、
室
内

で
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技

に
変
更
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
の
初
心
者
が
多
く

い
ま
し
た
が
、
経
験
者
に
教

わ
り
な
が
ら
３
チ
ー
ム
の
対

抗
戦
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
「
初
め
て
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
や
っ
た
け
ど
、
周

り
の
玉
の
位
置
や
順
番
な

ど
を
考
慮
し
て
自
分
の
玉

を
打
つ
必
要
が
あ
り
、
中
々

奥
深
い
競
技
で
楽
し
い
ね
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
後
は

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と
懇
親
会

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
自
粛
し
て

き
た
懇
親
会
で
す
が
、
４
年

ぶ
り
の
宴
会
で
し
た
の
で
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
楽
し

い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。 

 

小学生お楽しみ会  川手地区 

 

 

7
月
16
日
、
川
手
地
区
の
小
学
生
お
楽

し
み
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
例
年
は
、
夏
休

み
に
入
っ
て
か
ら
行
な
い
ま
す
が
、今
年
は
、

は
夏
休
み
前
に
企
画
し
、川
手
地
区
の
中
学

生
も
含
め
た
山
村
留
学
生
や
セ
ン
タ
ー
指

導
員
の
方
々
も
初
め
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
総
勢
50
名
以
上
の
と
て
も
賑
や
か
な

お
楽
し
み
会
と
な
り
ま
し
た
。 

最
初
に
野
平
改
善
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に

て
、
地
区
の
成
長
会
の
方
々
が
、
ニ
ジ
マ
ス

つ
か
み
を
こ
の
数
年
毎
年
お
楽
し
み
会
に

日
程
を
合
わ
せ
て
企
画
し
て
く
だ
さ
り
、子

ど
も
た
ち
は
、魚
と
追
い
か
け
っ
こ
を
し
な

が
ら
上
手
に
つ
か
み
、
逃
げ
ら
れ
を
繰
返

し
、そ
の
姿
に
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
ま
し

た
。捕
っ
た
魚
は
成
長
会
の
方
々
や
保
護
者

が
は
ら
わ
た
を
取
っ
て
く
れ
、
串
に
刺
し
、

塩
を
ふ
り
か
け
炭
火
で
焼
い
て
く
だ
さ
り
、

た
く
さ
ん
の
ニ
ジ
マ
ス
を
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。
山
村
広
場
で
子
ど
も
た
ち
、
保

護
者
、セ
ン
タ
ー
指
導
員
み
ん
な
で
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
な
ど
も
楽
し
み
な
が
ら
交
流
し
、夜

は
花
火
や
き
も
だ
め
し
も
行
い
ま
し
た
。 

地
域
の

方
々
と
一

体
と
な
っ

て
過
ご
す

こ
と
が
で

き
た
、楽
し

い
一
日
と

な
り
ま
し

た
。 
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瀬口ラベンダー園で八坂小中学校の生徒さんにも 

手伝ってもらい、摘み取り体験を企画しました。 

7/7 「たけのこ保育園」の皆さんが野平ラベンダー園を訪れました。 

7/3 「みさか」の皆さんが野平ラベンダー園を訪れました。 

 

野
平
自
治
振
興
会
で
は
7
月
1
日

～
2
日
の
2
日
間
第
13
回
野
平
ラ

ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
1
週
間
前
に
は
周
辺
整
備
や
お

祭
り
の
準
備
、音
楽
ス
テ
ー
ジ
の
組
み

立
て
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
ス

テ
ー
ジ
を
製
作
す
る
グ
ル
ー
プ
は
連

日
遅
く
ま
で
作
業
を
続
け
立
派
な
ス

テ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
中
学
生
が
飲
み
も
の
販
売

を
中
心
に
手
伝
い
、
2
日
目
の
日
曜

日
は
晴
天
と
な
り
冷
た
い
飲
み
物
が

飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
よ
う
で
し
た
。 

 

 

ま
た
ス
テ
ー
ジ
の
方
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
プ
ロ
の
歌
手
の

皆
さ
ん
の
圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
驚
き

感
動
し
ま
し
た
。
小
さ
な
地
域
の
お
祭
り
で
す

が
、
遠
方
か
ら
も
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
を
楽
し
み

に
し
て
訪
れ
る
方
も
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
翌
日
は
八
坂
地
区
社
協
「
み
さ
か
」
の

皆
さ
ん
も
訪
れ
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
7
月

7
日
に
は
、
た
け
の
こ
保
育
園
の
皆
さ
ん
が
訪

れ
、
野
平
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
摘
み
取
り
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
し

ま
し
た
。 

第 13回 野平ラベンダーまつり 野平自治振興会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7
月
23
日
、
切
久
保
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
、
4
年
ぶ
り
に

切
久
保
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

お
天
気
に
恵
ま
れ
、切
久
保
自
治
振
興
会
員
の
老
若
男
女
22
名

が
参
加
し
て
、
と
て
も
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 5

月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
変
更

さ
れ
少
し
ず
つ
親
睦
や
交
流
事
業
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
よ
く
冷
え
た
ス
イ
カ
を
自
治
振
興
会
長
自
ら
切
り
分
け

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
々
の

交
流
や
顔
を
合
わ
せ
同
じ
も
の
を
食
べ
る
大
切
さ
、
思
わ
ず
笑
顔

が
ほ
こ
ろ
ぶ
の
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。 

－5－ 
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マレットゴルフ大会 切久保自治振興会 

数
分
経
つ
と
摩
擦
に
よ
り
溜
ま
っ
た
粉
に
火

種
が
で
き
、
着
火
剤
で
着
火
し
ろ
う
そ
く
に

灯
し
て
、
火
お
こ
し
の
完
了
で
す
。
準
備
し
た

カ
ヤ
で
作
っ
た
松
明
に
全
員
が
点
火
し
、
三

峯
様
催
事
場
ま
で
松
明
を
掲
げ
て
移
動
し
ま

す
。
残
っ
た
松
明
を
全
て
燃
や
し
、
全
員
で
祠

に
火
災
防
止
・
盗
賊
除
け
を
祈
願
し
、
最
後

に
お
神
酒
を
い
た
だ
き
お
開
き
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
行
事
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
の
で

す
が
三
峯
社
の
祠
の
棟
札
で
明
治
20
年
の
確

認
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
祠
の
屋
根
の
葺

き
替
え
や
、
本
社
の
秩
父
へ
の
参
拝
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
実
施
さ
れ
て

お
ら
ず
、
行
事
方
法
は
年
代
と
共
に
変
遷
を

伴
っ
て
い
ま
す
が
、
手
も
み
の
火
お
こ
し
方

法
は
継
承
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

7
月
19
日
に
大
平
集
落
の
松
明

ま
つ
り
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。午
後

7
時
に
集
落
集
会
所
に
関
係
者
が
集

ま
り
、
1
年
交
代
の
年
番
も
事
前
に

金
熊
惣
社
の
境
内
に
あ
る
催
事
場
の

し
め
縄
張
り
や
、三
峯
神
社
の
祠
に
お

神
酒
を
あ
げ
準
備
万
端
、参
加
者
が
集

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
火
お
こ
し
準
備
の
開

始
で
す
。火
お
こ
し
の
台
木
は
長
年
使

い
こ
な
し
た
歴
史
を
感
じ
る
檜
の
板

で
、火
お
こ
し
棒
は
乾
燥
さ
せ
た
ヨ
モ

ギ
の
茎
を
使
い
ま
す
。数
人
が
車
座
に

な
り
、
台
木
を
抑
え
る
人
、
火
お
こ
し

棒
を
手
も
み
す
る
人
、着
火
の
用
意
を

す
る
人
、手
も
み
交
代
要
員
の
人
が
配

置
に
つ
き
火
お
こ
し
を
開
始
し
ま
す
。

手
も
み
は
長
く
続
か
な
い
た
め
交
代

要
員
に
引
継
ぎ
間
を
お
か
ず
継
続
し

ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も支所の方にプールを組み立てていただき
ました。毎年、ありがとうございます。毎日、大
きなプールをのぞいては「プールはいつやるの？」
「早く入りたい！」と、楽しみにしていた子ども
たちです。プールの約束を聞いたり、元気に体操
もしました。お清めのお塩とお酒をまいて、「事
故やけががありませんように・・・。」とみんな
でお願いして、きりん組さんがテープカットをし
ました。 

八坂地区 ふれあい運動会 

 

たけのこ保育園 

八坂小中学校 前期課程 

本年度より八坂地区運動会は６月開催となり、
６月１７日に予定通りの日程・内容で実施するこ
とができました。今年は、地域の皆さんによる地
域種目も実施することができ、たけのこ保育園、
八坂小中学校の子どもたちも元気に競技種目や表
現種目を行いました。 
新型コロナ感染症の法令上の位置づけが５類と

なり、義務教育学校「八坂小中学校」のスタート
年ということもあって、昨年にも増して盛り上がっ
た運動会になりました。運動会実行委員・ＰＴＡ
の皆さんのご尽力により、盛大に運動会を実施す
ることができました。 

－6－ 

今年度も、ひとりひとりが力を出し切り、仲
間と協力して創り上げる運動会にすることがで
きました。ご来場いただいた皆様から、心温ま
る拍手やご声援をたくさんいただき、感謝の気
持ちでいっぱいです。お支えいただいた皆様に
厚く御礼申し上げます。（大会長） 

 

<オープニング> 八坂小中学校４～６年児童による
校歌の鼓笛演奏で運動会が始まりました。 

<全校リレー> ４つのチームに分かれ、チームの仲間と
力を合わせて、１～９年生でバトンをつなぎました。 

そよかぜ校舎 
 

 冷たい水に入ると大歓声！少しずつ体に水をかけ、歩い
て体を慣らしていきました。初めてのプールは水が少なめ
ですが、水をかけ合ったり、ぐるぐると走り回ったり、ワ
ニになって泳いだりして楽しみました。水の気持ちよさや
感触を味わいながら、いろいろなことに挑戦して、水と仲
良しになってほしいと思います。 

< mass game YASAKA > ４～６年生３０人が息
を合わせ、一人技から全員技まで２３種類ものたくさ
んの演技に真剣に取り組みました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八坂小中学校 後期課程 せせらぎ校舎 
 

一日やさかの日 

 

７月７日 グループごとの計画により校内外で自分たちの課題に向かって丸一日追究をしました。 

【ＳＴＩ部（自然担当）】 
「もぎ取れ！八坂の魅力の樹」というテーマのもと、マップ作りとイベント企画に分かれて

活動しました。 
マップ作りのノウハウを学んだり、実際に調査活動を行ったり、イベント企画についてイン

タビューをしたりしました。 
 

【ＹＤＫ部（食担当）】 
ラベンダーとブルーベリーを使ったお菓子を３品作りました。午後は大町市内のお菓子

屋さんに出かけて試食をお願いし、たくさんのアドバイスをいただいてきました。 
 

【吉嵩版”部～（ものづくり担当）】 
中山高原の菜の花畑や搾油所を見学し、なたね油製造について学び

ました。また午後は池田町のカミツレ研究所に行き、カモミールを原
料とした上質の入浴剤やスキンケア製品などの製造について学習して
きました。 
 

－7－ 
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3 日目の夕食では箱膳でご飯をいただく体験
をしました。箱膳は江戸時代から使われている
伝統的な四角いお膳です。机に肘をついたり、
お椀をしっかり持たなかったりする子も、箱膳
では自然ときれいな姿勢で食事をすることがで
き、いつもより食が進んだようでした。 

4 日目には泊りでキャンプを行いました。夕
食は班ごとに薪を集めて火をおこし、ご飯を炊
いて、カレーやシチューを作りました。米を焦
がしてしまったり、カレーやシチューの水の量
を間違えたりとハプニングもありましたが、ど
の班も「美味しくできた」と満足のいく出来上
がりとなりました。 
センターでの生活は地元生にとって少し大変
だったかもしれませんが、今回の体験を今後生
かしてもらえたら嬉しいです。ありがとうござ
いました。 

 コミュニティ・スクールだより 

おらほの学校やさか 

                    
育てる会 ℡：26-2306 ＨＰ：ｗｗｗ．ｓｏｄａｔｅｒｕ．ｏｒ．ｊｐ 

 
   

4 年ぶりに開村した通学合宿。八坂・美麻それ
ぞれの学校に通う地元の 6 年生が、山村留学の生
活を体験するために 4 泊 5 日をセンターで過ご
しました。親元を離れて「自分のことは自分です
る」体験や、集団生活で協力し合うことで「思い
やり」の大切さを学ぶ事などを目的とした地域一
体型の行事です。子どもたちは 5日間で様々な活
動を行いました。 
初日の夜から早速、太鼓の練習が始まりました。

地元生も楽しみにしている子が多く、みんなとて
も真剣にリズムを教わっていました。最終日には
地元生の保護者の方々と学校の先生方をセンター
にお招きして、全員で発表もしました。緊張する
表情も見られましたが、全員とても上達し、すば
らしい発表となりました。 
 

小学生キャンプ 

7 月 1 日、2 日に開催された野平ラベンダー祭で、八坂小中学校の中学生が飲み物販売のお手
伝い(ボランティア活動)を行ないました。 
約 400 本近い飲み物を一つ一つタオルで水滴を拭き取り丁寧に渡し、「ありがとうございま

す！」と元気よく、声をかけたり、中学生が自ら歩いて販売に行ったりと一生懸命一本一本販売し、
あらかじめ購入した本数では足りなくなり、追加購入したり、看板や値札の位置を変えたり、飲ん
だ後の缶や瓶を捨てやすいように考えたり、汗を流しながらたくさん大変な苦労もありました。 
販売結果は 21、877 円の利益が出ました！その利益は、野平地区から謝礼としていただき、

中学生一大行事のやまびこ祭で着るおそろいシャツ(予定)を作成していくことに決めたようです。 
生徒会副会長の吉田心優さんは、「9月末の学校行事のやまびこ祭で、
以前先輩方が作成したシャツを私たちも作れないか先生に相談しまし
たが、生徒会費では足りなく、悩んでいたところ、今回の話をいただ
き、しっかり手伝いが出来るか心配でしたが、地域の皆さんの協力も
あり、無事に終えることができました。生徒が一致団結し、協力でき
たことは私たちにとっても大きな自信となりました。これからも地域
が盛り上がるように協力していきたいです！」と感想を述べてくれま
した。 
中学生の一生懸命に販売する姿に地域の方々も自然と笑顔になり、は
じめて子どもたちだけで飲み物ブースを任せたラベンダー祭となり、
今後の地域活動の大きな励みとなったようです。 



 

 

 

 

  

８月５日に八坂マレットゴルフ場（切久保）に
於いて、第２２回館長杯マレットゴルフ大会を八
坂公民館と八坂マレットゴルフクラブ主催で開催
しました。 
 １チーム８人による自治振興会対抗の団体戦で、
大平からは２チーム選出の計７チームで競われま
した。 
 初心者は、ボールを打つ加減が難しく苦戦して
いましたが、暑い中白熱した競技が行われました。 
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第２２回公民館長杯マレットゴルフ大会結果 

団体戦 優 勝 大平Ａ自治振興会 スコア６５６ 

    準優勝 切久保自治振興会 スコア６６９ 

    第３位 野平自治振興会  スコア６８４ 

個人賞 優 勝 深澤 勝敬さん  スコア ６８ 

    準優勝 仁科 宰知代さん スコア ６９ 

    第３位 勝野 明さん   スコア ７１ 

 

 ５月２７日から８月７日まで６回にわたり竹細工講習会を開催しました。 
講師に美麻の重田さんをお招きし、竹かごの作り方について指導をしていただきました。 
受講生の中には、初心者の方からベテランの方がおり、それぞれ作りたい作品を手こずりながら
作成していきました。中には、１ミリという大変細い竹ひごを使って編んでいく方もおりました
が、立派に完成させていました。 
 八坂地区は竹が豊富にあるため、是非ご家庭でも竹細工に挑戦していただきたいものです。 
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壮
大
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て
み
ま
し
た
が
、
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の
と
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ろ
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た
ち
に
で
き
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は
、

自
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迫
る
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回
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す
る
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て
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だ
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き
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、
無
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ず
、
安
全
第
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で

乗
り
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て
い
き
ま
し
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う
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＊おどりに参加された方で
法被、帯をお持ちの方は八坂
支所まで返却をお願いしま
す。 

8 月 5 日、4 年ぶりに開催された「大町やまびこまつり」に、八坂地区からは、やさか
おどり連が参加しました。 
事前に開催したおどりの練習には、約 20 人が集まり、講師の先生方の指導もあって、ひ

とつひとつ振り付けを確認しながら踊り続けた結果、90分後にはぎこちなさもなくなり、
安心して当日を迎えられるまで踊れるようになりました。 
 やまびこまつり当日、子どもから大人まで約 60 人が参加し、北澤伸夫委員長指揮のも
と、「八坂パワーで一致団結！」を合言葉に、やまびこ音頭・やまびこサンバを地域の皆さ
んと久しぶりに踊りきり、楽しみな 

大町やまびこまつり 

がら交流と親睦を深めることができ
ました。 
事前の準備から当日までご協力い

ただきました、やさかおどり連の委員
のみなさん、踊りの講師の先生方、大
変ありがとうございました。また、参
加された皆さん大変お疲れ様でした。
来年は、さらに大勢の地域のみなさ
んに参加をいただき、やまびこまつり
を盛り上げられたらと思います。 
 


